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2019年度三田史学会大会について 

 

下記のとおり、2019年度三田史学会大会を開催いたしますので、ご案内申し上げます。 

 

記 

 

１．期 日 2019年 6月 22日（土） 

２．会 場 慶應義塾大学三田キャンパス（〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45） 

３．行 事 下記の大会プログラムのとおり 

４．参加方法 午前・午後の部ともに会員・非会員を問わずどなたでも自由に参加できます。懇親会への

出席を希望する場合には、6月 10日（月）までにお申し込みください。 

５．懇親会費 通常会費は 5,000円です。当日、懇親会場にてお支払いください。学生会員には三田史学

会が 3,000円を補助しますので、各専攻教員に申し出て、必要な手続きをとってください。

会場では 2,000円を支払ってください。 

 

2019年度三田史学会大会プログラム 
 

午前の部  研究発表 

日本史部会（9:30～）西校舎 512番教室 

１. 鎌倉東密派における法流間の関係と鎌倉幕府―醍醐寺関係僧の動向を中心に― 

慶應義塾大学大学院文学研究科後期博士課程      野村 航平  

２．山野紛争にみる中世荘園の景観と構造―伊賀国玉滝荘の事例から― 

神奈川県立歴史博物館                 渡邊 浩貴  

３. 関東農村の貢租関連帳簿にみる貨幣選択行動  

―享保期から明治維新期の武蔵国児玉郡傍示堂村を事例に― 

     慶應義塾大学非常勤講師            藤井 典子  

４. 近代日本の学閥企業家集団―伊東要蔵とその周辺― 

下関市立大学経済学部             三科 仁伸 

５．古代出羽国の経営と郡司   

慶應義塾大学文学部                  十川 陽一  

 

東洋史部会（10:00～）西校舎 513番教室 

１．『荘子』天下篇の成立年代について 

               慶應義塾大学大学院文学研究科後期博士課程       彭 芃 

２．1930年代の広東省における「粤漢広九接軌問題」 

―鉄道建設反対問題からみる中央と地方の関係― 

                 一橋大学大学院社会学研究科博士後期課程        大野 絢也  

３．近代オスマン社会における健康と病 

―『衛生』誌（1906）の分析から― 

              慶應義塾大学大学院文学研究科後期博士課程       鈴木 真吾  

 



４．計量士の歴史家イブン・アジャミー 

―『マバーヒジュ』とその続篇の記述を手懸りに― 

               慶應義塾大学文学部                    長谷部 史彦  
 

西洋史部会（10:30～）西校舎 515番教室 

１．Ｃ・Ｗ・ピールの博物館とアメリカ建国期文化 

    同志社大学文学部                 山田 史郎  

２．バルセローナの絹産業に見るギルド社会の家業と女性（1770-1834年） 

―親方・職人とその妻・未亡人・娘の「遺言書」「結婚契約書」から―  

                           慶應義塾大学文学部                山道 佳子  

３．19世紀半ばのイギリス海軍改革と工業化 

広島大学大学院文学研究科博士課程後期       北川 涼太  
 

民族学考古学部会（10:00～）西校舎 516番教室 

１．鳥浜貝塚におけるニホンジカ狩猟期の再考 

          慶應義塾大学大学院文学研究科修士課程    佐藤 巧庸  

２．下末吉台地東端部の歴史生態学的研究 

―沖積低地における水田景観の形成を中心に―            

慶應義塾大学大学院文学研究科修士課程     太刀川 彩子 

３．近代煉瓦構造物の建築過程における煉瓦の選択 

―部位ごとの煉瓦の特徴の分析を通して―            

   慶應義塾大学大学院文学研究科修士課程     井畝 良太  

４. 前 7世紀アッシリア帝国における「学者」のネットワーク  

   慶應義塾大学言語文化研究所・文学部非常勤講師    伊藤 早苗  

 

午後の部（13：30～16：45）西校舎 517番教室 

講演会「人間の心性・身体性の歴史を考える ―古代・中世を中心として― 」 

                
近年の歴史学研究では、精緻な個別実証研究が蓄積され、研究対象の細分化が進んでいる。その一方で、

人間の生存を広い視野から問い直そうとする試みがなされ、また 3.11 以後には歴史学が現代社会に向き

合うための方策として環境史などの方向性が模索されている。 
以上のような状況を踏まえ、今年度の三田史学会大会では、人間の日常的な感性や宗教的な場をめぐる

心性・身体性、あるいはそれらを取り巻く世界観の問題について、日本史学とりわけ古代・中世史の立場

から改めて考えてみたい。このような観点は、フランスの歴史学の影響を受け 1980年代以降の日本史研究

においても様々な立場から深められてきたが、歴史学を取り巻く社会状況も変わってきた現在において、

新たな問題を見出す可能性を秘めるものと思われる。 
 

講演１ 「日本古代の心性史と環境史」 

     慶應義塾大学 名誉教授          三宅 和朗  

 講演２ 「日本中世における身体論について」   

     山形大学地域教育文化学部 教授      大喜 直彦  

コメント１        慶應義塾大学文学部 教授                桐本 東太   

コメント２       慶應義塾大学文学部 准教授              赤江 雄一  

  

    司  会         慶應義塾大学文学部 教授                           中島 圭一  

 

三田史学会総会（17：00～17：30）西校舎 517番教室 

懇親会（17：45～20：00） 北館１階 ファカルティクラブ 


